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本日は、お招きいただきありがとうございます。北
陸新幹線の延伸問題がテーマですが、私どものトライ
ネット推進協議会の16年間の活動を踏まえて、お話申
し上げたいと思います。
上信越トライネット推進協議会の活動
まず、トライネットとは何か、からお話します。こ
れはトライアングル、ネットワーク、挑戦するという
意味のトライを合わせた造語です。このシンボルマー
クは、青い部分が新潟県、赤い部分が長野県、グリー
ンの部分が群馬県を表しています。
1991年にトライネット研究会が、これは新潟、長野、
高崎の３つの青年会議所の研究会として発足します。
92年には、新潟、長野、群馬各県の、合計58の青年会
議所が参加することになります。翌1993年には、関東
通産局に、３県の連携と地域振興のあり方、つまり上
信越インターリンケージの提案をさせていただき、94
年には総合研究開発機構NIRAの研究報告書として、
上信越トライネットが発表されます。これは、財団法
人新潟経済社会リサーチセンターにとりまとめていた
だきました。私どもの活動の原点となっています。
1995年から97年の間にかけましては、当時の国土庁、
運輸省、建設省のご協力をいただいて、国土総合開発
の事業調整費調査が行われました。97年には、翌年に
長野オリンピックが開催されるということで、ボラン
ティアを募集、あるいはメンバーも何人か参加させて
いただきました。98年には、上越新幹線の新潟空港へ
の乗り入れのお願いをしようということで、署名運動
をはじめ、新潟、群馬両県知事に署名を届けました。
2000年には長野で、長野、新潟の両知事をお迎えし
てシンポジウムを開催、また、2002年には高度道路交
通システムITSというシステムですが、GPSを取り入
れて、交通情報の案内システムの実験を善光寺で行い
ました。
そして2005年、組織を革新しまして、３極の４市長
の会議ということで今年度実施させていただきまし
て、93年からは新潟空港の利用促進ということで青年
会議所のアジア太平洋の会議でありますとか、世界会
議というときにはチャーター便を飛ばさせていただい
ております。
この2005年の組織の革新は、県レベルだと問題意識
がうまく調整できない（例えば、群馬県の東毛地域の
館林や桐生は栃木に近い、長野県では三遠南信という
考え方がありますが、松本から南は静岡との交流）の
で、新潟、上越、長野、群馬県央の高崎の４市を結ぶ
ネットワークで進めるとしたわけです。これは、東京
とのタテのネットワークだけでなく、広域の地域連携
が重要と考えたためであります。私どもの活動としま
しても、長野のオリンピックが開催決定して、長野と
群馬の結びつきがある程度見えて参りまして、長野新
幹線、それから上信越自動車道の開通でアクセスがし
やすくなった。新幹線は逆なのですが、この点は後で
お話させていただきますが。新潟県は環日本海の時代
の予感ということで、新聞に日本海が中心で日本の地
図がひっくり返ったような広告を覚えてらっしゃる方
がいるかと思うのですが、新日本海のフロント新潟県
という考えが広まった。
結局、上信越の地域連携を全体としてどう考えるか
というと、①長野から新潟、群馬の森林地帯に、アジ
アでも有数な森林リゾートあるいはスキー場等があ
り、このゾーンをいかに活用していくか、②長野もオ
リンピックを迎えて国際化し、また新潟にはもともと
国際空港、港湾がある、合わせて直江津港等も整備さ
れている。③このような地域の連携により、東京への
一極集中あるいは首都圏東京のにじみ出しだけで生活
基盤を整えていくという方法をなんとか是正しよう、
ということを考えているわけです。これにより、首都
北陸新幹線延伸問題と地域振興
―地域活性化の方向―
上信越トライネット推進協議会幹事長　秋山　賢治
基　調　講　演　Ⅱ
27
圏、名古屋圏、仙台圏に対抗して、日本海沿岸の諸国、
アジアあるいはロシア、北米等にこの地域から発信で
きるものがあれば、大変有意義なことであると思って
おります。
この３県が連携していくにあたっては、東毛地域、
松本の広域圏等も考え方には入っているのですが、そ
の前提として、新潟の都市圏、長岡を中心とする信濃
川の広域都市圏、長野と上越は一体化して動いていく
ことも十分考えられると思います。群馬でも、前橋、
高崎の都市圏が合併して、だいたい30万人の都市にな
りました。周辺の伊勢崎、藤岡を編入しますと、86万
人くらいの人口になります。既存の行政区分との不整
合を調整して連携すれば、この上信越地域には、約
650万の人口集積があります。工業や農業の生産高で
も日本でも有数の力のある地域です。方向性としては、
地域内連携の強化によるネットワーク経済の実現ある
いは地域外との交流強化による地域外資源、市場の活
用ということを考えていきたい。
この地域は、みな対東京が中心で、地域内相互ある
いは他地域、海外との連携というものが少ない。情報
も流れてこないという指摘がされるところかと思いま
す。これを地域連携で解消してゆきたい。
長野・群馬から見た長岡の魅力・印象
こうしたトライネットの活動を踏まえて、群馬から、
あるいは長野から見た長岡の魅力について申し上げた
い。
群馬県では、高崎も藤岡も、みな臨海学校は柏崎と
か西山です。みな小学校の時期に一度か二度は新潟の
海へ来てはじめて海にさわるという状況ですね。夏、
行ってみると、群馬あるいは熊谷ナンバーの車が大変
多い。そういう意味では、新潟あるいはこの地域の熱
烈なファンがいるということをまず前提として考えて
いただければと思います。
魚はもちろん、コシヒカリ等の人気も高い。八色の
スイカ、黒崎の茶豆であるとか、地元の方以上に詳し
い人も群馬あるいは長野の方にはいます。私が長岡と
いう地域を見させていただくと、本当に大学も多く、
歴史的あるいは文化的施設、博物館も多くて、恵まれ
ている。そういうことも含めて、恵まれた地域なのだ
と端から見ていて思います。
都市データパックの「住み良さランキング」では、
全国740の都市のなかで、長岡は大体60位前後で例年
入っています。新潟県のなかで、ベスト100に入って
いるのは長岡だけです。これは、病院のベッド数とか、
公共下水道の整備率とか、住居の面積の広さとかの指
標を比較して、トータルで計算します。福井市とか、
富山市が、住宅が大きいためトップクラスに入ってい
ますが、長岡が住みやすい都市のランキングとして上
位に入っていることはみなさんが考えている以上に、
客観的に見てそうなのかなと思います。ただ、合併に
よって、若干順位は下がるかもしれませんが。もう一
つ、市のホームページでは「個性豊かな国際文化都市」
となっていますが、これははたしてそうなのだろうか
という感じがします。アメリカ、ドイツ、中国の都市
との友好関係があるとのことですが。この点は、後の
提案をさせていただきます。
長岡の高速道路のジャンクションは、関越道と上信
越道のジャンクションですが、関越道を上ると、高崎
に北関東道のジャンクション、藤岡で長野道とのジャ
ンクションがあります。上信越道を西に向かっていき
ますと、上越の長野道とのジャンクションになります。
長野道を上ると、更埴にジャンクションがあるんです
ね。これは、私どもトライネットループと言っていま
すが、一周降りないで乗るといくらだと思いますか。
350円なのです。400キロ走れて、350円です。ガソリ
ン代は自腹ですが。
高崎から乗って、石内、塩沢あたりのSAとかで子ど
もをあやしながら食べさせて、西山あたりでやっぱり
SAで海のものを食べて、長野に回って小布施あたりで
栗を模した遊園地等もありますのでそこへ寄って、あ
るいは冬でしたら佐久あたりで雪遊びをして一周回る
ことができる。藤岡から乗って次の高崎で降りると
450円、あるいはもっと近いところでは350円でこの高
速が使えます。ノンストップでつながっていて一周で
きるというのは国内でも珍しいところでですね。暇と
体力がある方はどうぞ。上信越はこうしてつながって
いるわけです。藤岡にもぜひ、寄っていただければと
思います。
北陸新幹線延伸に関する諸問題
長岡は来年100周年を迎えて合併されるとのことで
すが、30万都市になるということは、周りへの責任を
どう果たすか、また、いかに他地域との連携を考えて
街の活性化を図るかを真剣に考える時期が来ているの
かな、と思います。
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その意味では、長岡は、産業的にも恵まれて、歴史
もある、文化も誇れるものを持っていて、人材を輩出
していて、本当に何もしなくてもある程度食える地域
なんだという感じがします。というのは、地域を活性
化させて人口を増やすためにはものすごい努力を要す
る地域と、長岡のようにある程度無理をしなければ食
っていけるという地域、危機感のない地域という差が
あるかと思います。そういう意味では長岡は恵まれた
地域であって、今後どのように対応していくべきか、
みなさんの責任において問われてくるような感じがい
たします。
2010年の問題というと、戦後のベビーブームの団塊
世代が大量に退職していく2010年問題というのもある
ようです。また、2006年が、ゆとり教育をはじめた学
生が高校を卒業してきて、実に学力低下が叫ばれる中
で2010年に大学に入ってくるという危機もあるようで
す。東京は再開発が進んで、オフィスビルの需要減、
需要がもう無くなってしまうということで、東京都の
建設業者においても2010年問題というのがあるようで
す。そういう意味で、ある程度区切りになるような年
と考えていただければ良いかと思うのです。
北陸新幹線の延伸については、ほくほく線の廃止と
か、越後湯沢の停車便の減便の問題があげられます。
これは東京駅と大宮駅が超過密状態ですので、北陸新
幹線を増やしていくと、発着の問題が出てきてしまう
ため、ということも頭に入れておいた方が良いかと思
います。また、新潟から金沢へ向かう北越急行がキー
プされるかどうかという問題もあります。
現在、越後湯沢駅乗換えで金沢方面へ行く人は、１
日に約6,500人、上越新幹線の利用者は１日約12,000人
ということですので、半分くらいはどうも北陸新幹線
に転換してしまうようです。金沢、富山では、富山は
立山・黒部のアルペンルートであるとか、観光資源あ
るいは砺波平野というような資源を持っていますし、
金沢はやはり歴史的な資源があり、観光地としては一
級品のネームバリューを持っている。輪島などは、若
い方にも受ける、イメージ的にうまくやっているとい
う地域、金沢とはそういうところだと思います。
みなさんホームページで金沢屋というのを見られた
ことがあるかと思うのですが。２年前に、真っ赤な派
手な、雑誌にもタイアップして宣伝をしていましたが、
実は金沢のものを専門に扱う通販の会社です。北陸朝
日放送というテレビ会社とＣＭ製作会社がつくってい
まして、これは楽天がやっている。ものすごい売り上
げがあるそうです。やはり金沢のものというイメージ
で売っている。そういうところがこれから競争相手に
なるとしたら、大変驚異なことなのかなと思っており
ます。
新潟も課題がある。やはり金沢、富山との競争です
ね。ただプラスがあるとすれば、富山空港、小松空港
が、新幹線の開通によって利用減になったときには、
これは新潟空港の力が上がってくるのではないかと思
います。国際空港としてやはりそういう意味で強みを
アピールしていく必要がある。群馬あるいは埼玉の北
部というのは成田へ行くよりも混雑を考えると新潟空
港へ来た方が早い。新潟空港の利便性を PRしていた
だければ、いいのではないか、ぜひ考えていただきたい。
では、上越はどうか。新幹線の新駅が直江津や高田
の駅から離れ、どうも連絡が悪い。長野もオリンピッ
クの施設をいかに利用するかというところを考えなけ
ればならないのですが、信州ブランドの維持がだんだ
ん難しくなる。金沢、富山との対抗となると、信州の
イメージだけではどうも勝負にならないかなというよ
うな感じもします。
そうすると、長野と上越が通過点になってしまうの
ではないか。JRは、現在も新潟―東京間で１往復走っ
ていますが、どこにもとまらないという新幹線をつく
るのではないか。それで、最短、何時間何分で結んで
いますという考え方を出すわけです。いまでも高崎は、
上りの44本中６本通過する。下りは46本中７本通過す
るのです。ヘタをすると１時間半くらい電車がないと
いう時間帯があります。この上越新幹線の運行に関し
ては本当に注意をしていく必要があると思います。
これに関連して、先ほど申し上げたように、上越新
幹線を新潟の空港に乗り入れることが非常に重要で
す。成田空港までは時間がかかり、チェックイン、チ
ェックアウトも時間がかかる。これが新潟空港を利用
できれば、高崎からは、朝一番の電車で８時10何分に
新潟駅につくと、９時の大韓航空機に乗れる。実際に
高崎、前橋から韓国の日帰りのビジネスをやっている
方は結構いるのです。帰りの荷物もすぐ出てくるとい
うことになれば、すぐ新幹線に乗って帰れることにな
ります。是非、新幹線の新潟空港乗り入れを実現する
べきです。
そうなれば、見方をかえて、新潟－高崎間は４両編
成ですべての駅にとまって、高崎で北陸新幹線に連結
するという方式（山形・秋田新幹線方式）も考えられ
るのではないか。上毛高原、浦佐や燕三条などはその
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方が便利になる。この辺も選択の部分として考えても
いいのではないかと思います。
地域活性化に向けて
－地域の持つ資産の再確認を－
では、地域の活性化に向けて少しお話をしたいと思
います。
先ほど申し上げましたように、新潟県は国公立大学、
私立大学の数が充実していますが、大学院とか医学部、
歯学部の大学も充実しています。そういう意味で、教
育、研究、文化施設の活用あるいは他県との相互交流
を考えていただきたい。
また、UJIターン。団塊の世代のリタイアについて、
都会人がいかに田舎暮らしをしてみるかということを
これから考えていく必要があると思う。全国のクライ
ンガルテンの組織では、200から300坪くらいのところ
に小屋を建てて、そこに菜園をつくってあげて貸すと
いうシステムも成り立っている。新潟県は新潟の田舎
暮らしの体験ということで移住を進める構造改革特区
で、頸城の方には定住の促進ということでデータベー
スをつくってどんどん PRをしています。いかに人口
を増やしていくかという点でも目の付け方を変えてい
く。埼玉県の秩父市では、市をあげて取組み、200坪
から300坪で戸建ての家があり100坪くらいの菜園が作
れるという物件が、結構売れている状況です。
もう１の方向は国際化への方向性です。政府の観光
戦略－ビジット・ジャパン・キャンペーンですね。訪
日観光客をいかに増やすかという事業ですね。1000万
人の訪日外国客を目標に挙げています。この上信越の
地域は、観光テーマルートは12区画ある。北海道であ
りますとか、北東北、南東北という部分と並んで、日
本の山岳、高原と佐渡島、美しい自然と温泉を楽しむ
旅ということで、これは対外的に PRする観光テーマ
事業の指定地域になっている。これを盛り上げたらど
うか。パンフレットにも、英語版ですが、上信越地域
に草津、善光寺、高田の夜桜、佐渡島までまわって２
泊３日の小旅行が海外に紹介されています。
そこで、「アジアの森林リゾート」として売り出す
のはどうか。この地域には、スキー場が110カ所以上
ある。リフトの数は日本一。インストラクターをつけ
て、中国、韓国の人に専門のスキー場を開放していく
のも有効ではないか。新潟空港を使った雪合戦ツアー
などはどうか。すでに、台湾からお客さん来ているら
しいですね。海外から来て、日本で何を体験したいか
というと、まず雪です。それからウィンタースポーツ。
その後は、温泉に入って、新幹線に乗って、東京へシ
ョッピングをして、ディズニーランドに行けて、秋葉
原で買い物をする。５泊６日で、新潟空港をつかって
こういうツアーをどんどん提案していく必要があるの
ではないかと思います。これにともない、案内板等を
中国語、広東語、ハングル語で用意する、専用のイン
ストラクターをつける、食事に関してもバイキングの
着席方式にして、泊まる部屋も和室から洋室に変える、
地域限定ガイドなどの採用などが必要です。こうした
事業には国の補助が出ます（観光ルネッサンス事業、
約2500万円）。
さらに、中国や台湾のテレビをホテルで見られるよ
うにする。日本の人が、中国であるとか台湾であると
か、他の国に行ったときに、 NHK の衛星がかならず
見られますよね。ところが、日本のホテルでは四つ星
以上でも中国語、韓国語ができる人は滅多にいません。
また、日本では中国、台湾等のテレビは見られない。
やはり相手の立場を考えて、おもてなしということを
考えたときには、いま札幌地域はすごく進んでいて、
40のホテルで、中国語と広東語の衛星放送が見られる
ようになっています。そうすると、台湾、中国から来
た人はその辺はありがたい、うれしいと思う。
また、韓国の人向けには、あの国は人口の80％がイ
ンターネットを使えるといわれているのですから、室
内にコンピュータの端末を一つ置いておいて、韓国語
のフォーマットさえしておいてあげれば、検索エンジ
ンでニュースは見られる。もっと進めば、フロントに
翻訳ができるパソコンを一台おいておけば、簡単な英
会話あるいは中国語、韓国語の会話ができるようにな
ります。このような海外に向けた目を考える必要があ
ると思います。
広域的な視点の重要性
－上信越の連携を－
最後に、合併問題、道州制について考えてみたい。
上信越３県は、政治、行政、経済のブロックがすべて
違う。例えば、25万分の１の地図を買って、３県をつ
なぎ合わせようとすると、東北の南部と関東と中部を
買ってこないとダメだという状況です。地方制度調査
会は、道州制は、各省の局で単位とするのが一番良い
のではないかということを言っています。
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総務省が出している道州制の構成、３案の１つは関
東州といいまして、関東甲信越です。この地域は、人
口4600万。州をつくるという次元ではなく、日本の国
の約半分はここに集まってしまう。これが道州制のパ
ターンの１つです。次に、北関東３県に、新潟と長野
を組み入れるという案です。これは、総生産額とか人
口では合理的ですが、新潟と茨城は人的交流あるいは
経済交流はいまのところ無いような気がする。那珂湊
にもいま国際港湾ができていて、北関東道と関越道、
それから長野道を結ぶとこのような結びつきになるの
かな、という程度の考え方のような気がします。もう
１つが、北陸州です。北陸州というのは、新潟、富山、
石川、福井で１つの州をつくる。これですと、人口や
県内総生産の面から、北海道と沖縄を除くと一番低く
なってしまう。そういう意味で、かなり無理がある。
新潟から福井までですから、東京－大阪間といい勝負
の距離があり、実際の交流はどうなのかという気がする。
これは私どもが体験してきたことですが、群馬、栃
木、茨城の３県を北関東とくくりますが、この３県は
北関東道ができたときにはともかくとして、全部東京
を向いている。要するに、俺たちは新幹線も高速道路
も全部東京と結ばれているという安心感で暮らしてい
る。首都圏の経済等のにじみだしをこの３県は享受し
ている状況です。この３県で連携しても、東京に対し
てどこが優位性を持つかという競争になってしまう。
同じことがこの北陸の４県にも言えるような気がしま
す。この４県は、空港も港湾もある。農産物、水産物
等でも資産を非常に持っている。持っている資源が同
じということは、なかなか連携というのはできない。
道州制が現実のものになった時には、今度は道州同士
の戦い、競争も出てくる。北陸新幹線の延伸も、新潟
と富山、石川のある意味では競争という部分がにじみ
出ていると思います。
そこで、いま私どもが考えているのは、新潟、群馬、
長野の持っている資産が違って、ボリュームアップし
て、パワーアップできるということで一応３県の連携
あるいは合併というものはどうだろうかということ
で、いまも研究させていただいて、みなさんにも提示
させていただいているという状況です。
道州制になった場合には、国は防衛、外交、環境問
題とか年金の問題は国が握ると考えられていますが、
あとはある程度道州の単位で対処しなければならな
い。その時期に向けて、この地域がいかに活性化する
かということを考えていただければと思っております。
いま申し上げたように、同じ資産を持つ地域の連携
というのはなかなか難しい。ゲートウェイと、それを
支える後背地というものは、異種のものでないと成り
立たないのではないかということをいま考えておりま
す。
首都圏の機能補完を考えると、この上信越地域は、
実はJRは東京にテロとか災害があった場合には、JR
の機能は全部高崎に来ることになっていることからも
わかるように、この地域は首都圏機能の補完と考える
のがよいのではないかと思います。
競争から連携へ
ＮＨＫの朝の連続テレビで、この間、群馬を舞台に
した「ファイト！」を放映していましたが、群馬はソ
フトボールと競馬、それっきりかい、ということをず
いぶん言われました。最後の方になって、島温泉に目
が映って、いくらか「らしい」かな、という部分もあ
るのですが、実は大河ドラマとか連続テレビドラマは、
地域の振興が生きてくると思うんですね。そんな意味
で、この地域にもそのような資産はたくさんあると思
います。フィルムコミッション、いわゆるテレビだと
か映画の撮影地を提供するような活動ですが、この地
域で、できると思います。そういうことも含めて、競
争から連携へを合い言葉に、森林リゾートでもいろい
ろなことでアイデアを出し合って、共に歩んでいくの
が一番いいのかなと思っています。
実は私の生まれた藤岡というまちは、上杉憲実とい
う人が関東管領府をいまから560年ほど前にお城を持
っていた地域です。みなさんご存じのように、北条氏
に攻められて、越後の上杉氏に助けていただいたので
すが、結局は負けて滅ぼされた。いまでも六日町とか
米沢の上杉氏と藤岡の地域の人たちが連携して活動し
ています。そういう意味で、歴史を含めて、群馬の海
は新潟鯨波ということを含めて、皆様に群馬県を考え
ていただき、あるいは長野といかに連携していくかを
考えていただければ、大変ありがたいと思います。
今後、長岡地域の発展をお祈りしますとともに、ぜ
ひ私ども上信越トライネット推進協議会にも興味を持
っていただき、今後ともご支援いただければと思いま
す。どうもありがとうございました。
（本稿はテープ起こし原稿をまとめたものです。文責：
原田誠司）
